
 

 

 

秋も深まり、日中は暖かくも、朝晩は気温が下がる季節となりました。寒暖差が大きいためか風邪を

ひく児童が増えてきました。特にインフルエンザが流行しており、学級閉鎖を行う学年もありました。 

早寝早起きとバランスの良い食事で免疫力を高め、手洗いうがいや換気、マスクを着用するなどして

インフルエンザを予防しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

くしゃみや咳に含まれるインフルエンザウイルスが、そのまま、あるいは空気中をただよい、

他の人の体に入ってしまい、かかります。くしゃみや咳が出る人は、マスクをしたり、お休みした

りして、ウイルスを広めないようにしましょう。 

 

 

 

「発症した後 5日を経過、かつ解熱した後 2日を経過するまで」は登校を控えてください。 

上記の日数を過ぎても症状がある場合は、医師の指示に従ってください。 

出席停止期間は、お家で安静にすごし、早く回復するようにつとめましょう。 

 

 

 

インフルエンザワクチンは接種してから実際に効果を発揮するまでに約 2 週間かかります。

ワクチンには 2 回接種と 1 回接種があり、2 回接種の場合、2 回目は 1 回目から 1～4 週間

あけて接種します。通常、流行期間が 12～3 月ですから、11 月中旬頃までには接種を終えて

おくとより効果的です。 

 

 

 

① 十分な睡眠時間とバランスのとれた食事 

② 教室では、空気を入れかえたり、湿度をあげたりする 

③ 外から帰ってきたときや、食事の前には手洗いうがいをする 

④ 自分が咳やくしゃみが出るときや、周りの人が風邪をひいている時はマスクをする 

令和５年１０月３１日（火） 

大和田小 保健室 

鈴木 杏南 

お家の人と一緒に読んでね 

大和田小 インフルエンザ流行中！！ 

インフルエンザにはどうやってかかるの？ 

 

インフルエンザにかかってしまったらいつから学校に来ていいの？ 

 

インフルエンザワクチンはいつ打つのが効果的？ 

 

インフルエンザの日常生活でできる予防方法は？ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

むし歯があった人は、 

早めに病院を受診 

しましょう！ 


